
中国の文化Ⅸ 第12回

北宋時代(上)

科挙制度と“負心”文学の誕生
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中
国
が
北
宋
時
代
だ
っ
た
こ
ろ
、

日
本
は
何
時
代
？？
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科
挙
制
度
と
「
負
心
」
文
学
の
誕
生

唐
宋
変
革
期
を
経
て
、
中
国
社
会
は
貴

族
の
時
代
か
ら
庶
民
の
時
代
へ
と
姿
を
変

え
て
い
く
。

科
挙
は
、
身
分
や
家
柄
に
関
係
な
く
、

誰
も
が
官
吏
と
な
っ
て
政
治
に
参
画
し
、

富
と
栄
誉
を
得
る
機
会
を
保
障
し
た
。
そ

の
結
果
、
中
国
で
は
社
会
階
層
の
流
動
性

が
高
ま
り
、
教
育
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

文
学
の
主
体
も
貴
族
か
ら
庶
民
へ
と
移

る
。
韻
文
で
の
詞
の
隆
盛
と
と
も
に
、
宋

代
に
は
本
格
的
な
演
劇
が
登
場
す
る
。
し

か
し
そ
の
草
創
期
の
題
材
と
な
っ
た
の
は
、

科
挙
に
合
格
し
た
男
た
ち
の
裏
切
り
を
描

い
た
「
負
心
」
物
語
で
あ
っ
た
。



講義内容

第一節 北宋──庶民時代の到来

第二節 科挙と文人官僚──柔構造の封建社会

第三節 “負心”文学の誕生
――科挙制度と礼教制度が生んだ悲劇



第一節

北宋

庶民時代の到来
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唐宋変革期

五代十国時代─武人が台頭し、門閥貴族が没落

宋代以降─文人官僚に支えられた皇帝の
独裁体制が確立

唐代以前─門閥貴族が政治の実権を握る



科挙出身の文人官僚の時代へ

名門貴族らが実権を握る門閥貴族の時代

科挙によって選抜された文人官僚の時代
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武人支配の時代



0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

中国大陸 朝鮮半島 日本列島

後漢
25-220

高句麗
BC37-668

弥生時代

魏 蜀 呉

晋 265-316

古墳時代北朝 南朝 百済
346-660

隋 587-618

飛鳥時代 592-710

唐
618-907

新羅
356-935

奈良時代 710-794

平安時代
794-1185

高麗
918-1392

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
(武臣政権 1171-1270) 鎌倉時代 1185-1333

元の属国元 1271-1368

室町時代

南北朝 1336-92

明
1368-1644

李氏朝鮮
1392-1910

戦国 1493-1590
安土桃山時代 1573-1603

江戸時代
1603-1868清

1636-1912
明治 1868-1912

中華民国 1912-
日韓併合 1910-1945

大正 1912-1926

中華人民共和国 1949-
昭和 1926-1989

東アジアの科挙制度と文官統制

建武の新政



後
醍
醐
天
皇
と
建
武
の
新
政

日
本
で
も
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々
に
倣
い
、

文
官
統
制
を
め
ざ
す
試
み
は
行
わ
れ
た
。

後
醍
醐
天
皇
は
、
鎌
倉
の
武
家
政
権
を
倒

し
た
後
、
中
国
の
皇
帝
専
制
に
倣
っ
て
天

皇
に
よ
る
親
政
を
め
ざ
し
た
。

し
か
し
中
国
の
皇
帝
専
制
を
支
え
て
い

た
科
挙
に
よ
る
人
材
登
用
の
制
度
が
築
か

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
武
士
ら
の
離
反

に
遭
い
、
新
政
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

＊
図
版
は
重
要
文
化
財
「
絹
本
著
色
後
醍
醐
天
皇
御
像
」

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
遊
行
寺(

ゆ
ぎ
ょ
う
じ)

蔵
）

後醍醐天皇（1288―1339）



第二節

科挙と文人官僚

柔構造の封建制度の完成
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科
挙
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
、
隋

が
南
朝
陳
を
滅
ぼ
し
、
天
下
を
統
一

す
る
直
前
の
五
八
七
年
だ
が
、
な
ぜ

隋
は
こ
の
制
度
を
始
め
た
の
か
？

？



ＮＨＫスペシャル「故宮」より



科
挙
制
度

北
方
の
遊
牧
民
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
北
朝

か
ら
興
っ
た
隋
王
朝
は
、
南
朝
の
漢
族
社

会
に
根
を
張
る
門
閥
貴
族
の
影
響
力
を
排

除
す
る
た
め
、
五
八
二
年
、
門
閥
貴
族
に

有
利
な
「
九
品
官
人
法
」(
三
国
時
代
の
魏

に
始
ま
る
官
吏
登
用
法)

を
廃
止
し
た
。

そ
し
て
五
八
七
年
、
こ
れ
に
代
わ
る
官

吏
登
用
法
と
し
て
、
民
族
や
身
分
、
家
柄

に
関
係
な
い
実
力
本
位
の
試
験
制
度
で
あ

る
「
科
挙
」
を
始
め
た
。

隋
・
唐
代
に
は
、
門
閥
貴
族
と
科
挙
出

身
者
の
勢
力
は
拮
抗
し
て
い
た
が
、
五
代

十
国
時
代
の
武
人
支
配
に
よ
っ
て
門
閥
貴

族
が
没
落
す
る
と
、
科
挙
出
身
者
が
官
職

を
独
占
し
、
政
治
の
実
権
を
握
る
よ
う
に

な
っ
た
。
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庶
民
に
開
か
れ
た
官
僚
へ
の
道

〔
解
説
〕

科
挙
制
度
は
名
も
な
い
庶
民
に
も
立
身

出
世
の
機
会
を
与
え
た
。

南
宋
時
代
、
鄱
陽(

江
西
省
波
陽)

の
一
農

家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
洪
一
族
は
、
科
挙
を

通
じ
て
洪
皓
や
そ
の
子
适
・
遵
・
邁
ら
多

く
の
文
人
官
僚
を
輩
出
し
た
。

洪
适
は
一
族
繁
栄
の
歴
史
を
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。



庶
民
に
開
か
れ
た
官
僚
へ
の
道

わ
が
洪
一
族
は
も
と
も
と
徽
州
①

に
住
ん

で
い
た
が
、
唐
末
の
戦
乱
を
避
け
、
楽
平

の
東
七
十
里
に
あ
る
巌
前
あ
る
い
は
洪
源

と
い
う
地
に
移
り
住
ん
だ
。
戸
数
は
百
戸

余
り
。
代
々
農
業
を
生
業
と
し
て
い
た
。

盤
洲
老
人
小
伝(

南
宋)
洪
适
盤
洲
文
集
巻
三
三
所
収

【
解
説
】

①
徽
州
：
安
徽
省
歙
（
し
ょ
う
）
県
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庶
民
に
開
か
れ
た
官
僚
へ
の
道

（
曽
祖
父
・
洪
士
良
の
と
き
）
祖
父
（
子

中
大
夫
・
炳
）
が
若
く
し
て
こ
の
世
を
去

り
、
幼
い
二
人
の
孫
が
残
さ
れ
た
。

曽
祖
父
は
悲
嘆
に
暮
れ
た
が
、
二
人
の

孫
が
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
に
と
町
へ
連

れ
て
行
き
、
優
秀
な
先
生
を
探
し
て
教
育

を
受
け
さ
せ
た
。

先
君
述(

南
宋)

洪
适
盤
洲
文
集
巻
七
四
所
収
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庶
民
に
開
か
れ
た
官
僚
へ
の
道

元
豊
乙
丑
年(

一
〇
八
五
年)

、
祖
父
の
兄

洪
彦
昇
が
初
め
て
進
士
と
な
り
、
家
運
を

興
し
た
。

三
十
年
後
の
政
和
乙
未
年(

一
一
一
五
年)

、

父
・
洪
皓(

忠
宣
公)

が
こ
れ
に
続
き
、
二
十

七
年
後
の
紹
興
壬
戌
年(
一
一
四
二
年)

、

私
と
弟
の
遵
が
博
学
宏
詞
科
に
合
格
。
三

年
後
の
乙
丑
年(

一
一
四
五
年)

、
弟
の
邁
も

こ
れ
に
続
い
た
。

盤
洲
老
人
小
伝

(

南
宋)

洪
适
盤
洲
文
集
巻
三
三
所
収
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庶
民
に
開
か
れ
た
官
僚
へ
の
道

祖
父
の
兄
・
洪
彦
昇(

給
事)

の
子
孫
で
官

途
に
就
い
た
者
は
七
人
、
い
ま
も
一
人
が

存
命
で
あ
る
。
洪
皓(

忠
宣)

の
甥
で
官
途
に

就
い
た
者
は
九
人
、
い
ま
も
二
人
が
存
命

で
あ
る
。

子
孫
で
官
と
な
っ
た
者
は
二
十
六
人
、

い
ま
も
二
十
二
人
が
存
命
で
、
い
ず
れ
も

一
門
を
繁
栄
さ
せ
て
い
る
。

盤
洲
老
人
小
伝

(

南
宋)

洪
适
盤
洲
文
集
巻
三
三
所
収



科挙の功罪～功

流動性の高い社会

均分相続制

身分制度のない

柔構造の封建社会

教育の普及

機会均等科挙制度



マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ(

一
五
五
二
～
一
六
一
〇)

〔
解
説
〕

イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
。

ロ
ー
マ
学
院
で
数
学
、
天
文
学
を
学
ん
だ

後
、
東
方
伝
道
を
志
し
、
一
五
八
二
年
に

澳
門
に
到
着
し
た
。

優
れ
た
語
学
力
と
科
学
知
識
に
よ
っ
て

高
い
評
価
を
得
た
彼
は
、
一
六
〇
一
年
、

北
京
で
明
の
万
暦
帝
に
拝
謁
し
、
北
京
在

住
の
許
可
を
得
て
、
明
末
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
布
教
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。



門閥貴族の時代

文人官僚の時代
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殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280

晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

武人支配の時代

マテオ・リッチが訪中(1582～1610年)



マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ(

一
五
五
二
～
一
六
一
〇)

〔
解
説
〕

優
れ
た
語
学
力
で
中
国
の
思
想
や
宗
教

に
も
精
通
し
た
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教

理
問
答
集
『
天
主
実
義
』
を
著
し
た
。

ま
た
ロ
ー
マ
学
院
で
学
ん
だ
数
学
の
知

識
を
生
か
し
、
中
国
の
科
学
者
・
徐
光
啓

と
と
も
に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
『
原
論
』
を

翻
訳
出
版
し
た(

『
幾
何
原
本
』)
。

そ
ん
な
彼
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
報
告

書
や
書
簡
の
中
で
、
中
国
の
政
治
制
度
と

科
挙
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

幾何原本(早稲田大学図書館蔵)



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
が
見
た
科
挙

「
四
書
五
経
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
道

徳
説
は
な
か
な
か
立
派
な
も
の
で
、
歴
代

の
王
の
定
め
に
よ
り
中
国
の
士
大
夫
は
こ

の
書
物
を
知
識
の
根
本
と
し
て
い
る
。

こ
の
道
徳
学
の
学
位
は
世
間
で
も
も
っ

と
も
尊
ば
れ
る
学
位(

科
挙
の
合
格
者
に
与
え

ら
れ
る
進
士
な
ど
の
称
号―

引
用
者)

で
、
そ
れ

を
授
与
さ
れ
た
者
が
国
政
に
た
ず
さ
わ

る
。
」

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
報
告
書
第
一
巻
第
五
章



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
が
見
た
科
挙

「
こ
の
国
は
一
人
の
王
に
よ
っ
て
統
治
さ

れ
、
王
位
は
世
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
君
主
政

体
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
共
和
政
体
＊

だ
と
思
い
ま
す
。
国
王
の
親
族
は
遠
縁
に

至
る
者
ま
で
国
政
上
の
職
務
に
つ
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
」

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
書
簡(

一
五
九
七
年
九
月
九
日)

＊
身
分
制
度
な
き
封
建
社
会



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
が
見
た
科
挙

「
国
政
は
す
べ
て
文
官
の
手
中
に
あ
り
ま

す
。文

官
は
は
じ
め
は
小
さ
な
職
に
つ
い
て

い
ま
す
が
、
四
年
か
五
年
に
一
度
、
業
績

に
応
じ
て
昇
進
し
ま
す
。
時
に
は
位
を
下

げ
ら
れ
る
こ
と
も
官
職
か
ら
追
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
昇
進
に
は
九
段
階

が
あ
り(

ま
す)

。
」

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
書
簡(

一
五
九
七
年
九
月
九
日)



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
が
見
た
科
挙

「
軍
の
指
揮
官
に
も
九
階
級
あ
り
ま
す
が
、

彼
ら
は
み
な
文
官
に
服
従
＊
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
文
官
の
第
七
等
や
第
八
等
の

位
の
者
の
方
が
、
軍
人
の
第
一
等
の
位
の

者
よ
り
世
間
か
ら
尊
敬
を
受
け
て
い
ま

す
。
」

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
書
簡(

一
五
九
七
年
九
月
九
日)

＊
文
官
統
制‥

‥

軍
事
力
を
持
つ
武
官
の
専
横
を

防
ぐ
た
め
、
文
官
が
武
官
を
統
率
す
る
制
度



科挙制度の伝播

隋が科挙制度を始める

(587年)

イエズス会の学校がヨーロッパで

初めて筆記試験を採用(1599年)

高麗が唐の制度に倣って

科挙制度を始める(958年)

式部省が秀才・明経などの官人

登用試験を始める(8世紀)



科挙の功罪～罪

不毛な丸暗記教育

四書五経

近代科学の発達の遅れと
受験地獄

過度の受験競争

一極集中科挙制度



孔
乙
己
鏡
心
（
程
十
発
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
七
）
一
九
五
六
年
画
）

受
験
競
争
の
始
ま
り

一
九
六
八
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
累
計

で
九
〇
万
枚
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
高
石

友
也
（
一
九
四
一
～
）
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
。戦

後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
大
学
受
験
者

数
が
急
増
し
、
「
受
験
地
獄
」
と
呼
ば
れ

た
時
代
の
受
験
生
の
心
情
を
歌
っ
て
い
る
。



門閥貴族の時代

文人官僚の時代

1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280

晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

武人支配の時代

最後の科挙を実施(1904年、翌05年廃止)

科挙制度はいつまで続いたのか？

隋の文帝が科挙制度を始める(587年)



科
挙
の
悲
劇
を
描
い
た
文
学

〔
解
説
〕

中
国
近
代
を
代
表
す
る
作
家
・
魯
迅
は

一
九
一
九
年
、
雑
誌
『
新
青
年
』
に
「
孔

乙
己
」
と
い
う
短
編
小
説
を
発
表
し
た
。

科
挙
の
予
備
試
験
に
も
合
格
で
き
な

か
っ
た
一
人
の
没
落
知
識
人
の
哀
れ
な
末

路
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
は
、
実
在
の
モ
デ
ル
が
い

た
こ
と
を
、
魯
迅
の
弟
・
周
作
人
が
そ
の

著
の
中
に
記
し
て
い
る
。

http://wxzy.sxtgedu.net/wxzy/snwh/rwxk/zgrw/0020/content0003.htm


程
十
発
「
孔
乙
己
鏡
心
」(

一
九
五
六
年
画
）

実
在
し
た
「
孔
乙
己
」
の
モ
デ
ル

（
こ
の
小
説
の
主
人
公
・
孔
乙
己
は
）
本

当
の
姓
を
孟
と
い
う
。
み
ん
な
孟
夫
子
と

呼
ん
で
い
た
の
で
、
本
名
は
わ
か
ら
な
い
。

（
中
略
）

彼
は
貧
し
さ
の
あ
ま
り
、
書
坊
に
入
っ

て
物
を
盗
み
、
人
に
見
つ
か
っ
た
と
き
、

「
窃
書
は
偷
に
あ
ら
ず
」
と
強
弁
し
た
が
、

こ
れ
は
み
な
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

周
作
人
『
魯
迅
小
説
裏
的
人
物
』
上
海
出
版
公
司
、
一
九
五
四
年



第三節

“負心”文学の誕生

科挙制度と礼教制度が生んだ悲劇



科挙の功罪～もう一つの罪

礼教制度

儒教倫理

裏切りと復讐を主題とする
“負心”文学の隆盛

男尊女卑

受験制限科挙制度



門閥貴族の時代

文人官僚の時代

1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280

晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

武人支配の時代

“負心”文学の隆盛

演劇の誕生とともに“負心”ものが盛んに上演される



孔
乙
己
鏡
心
（
程
十
発
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
七
）
一
九
五
六
年
画
）

演
劇
の
誕
生
と
負
心
文
学

〔
解
説
〕

十
二
世
紀
の
末
、
中
国
の
江
南
で
南
戯

と
呼
ば
れ
る
本
格
的
な
演
劇
が
誕
生
し
た
。

明
の
徐
渭
の
『
南
詞
叙
録
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
草
創
期
の
演
劇
で
は
、
科
挙
に
よ
っ

て
富
と
地
位
を
得
た
男
が
、
不
遇
な
時
代

を
支
え
て
く
れ
た
女
性
を
裏
切
る
と
い
う

「
負
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
盛
ん

に
上
演
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。



永嘉(浙江省温州)

演
劇
の
誕
生
と
負
心
文
学

南
戯
は
北
宋
の
光
宗
時
代(

西
暦
一
一
九

〇
～
九
四
年)

に
始
ま
っ
た
。

永
嘉(

浙
江
省
温
州)

の
人
が
作
っ
た
『
趙

貞
女
』
、
『
王
魁
』
の
二
種
が
そ
の
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

(
明)
徐
渭
『
南
詞
叙
録
』
叙
文



孔
乙
己
鏡
心
（
程
十
発
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
七
）
一
九
五
六
年
画
）

演
劇
の
誕
生
と
負
心
文
学

『
趙
貞
女
蔡
二
郎
』
は
、
蔡
伯
喈
が
親

を
捨
て
、
妻
を
裏
切
り
、
雷
に
打
た
れ
て

死
ん
だ
と
い
う
旧
作
で
あ
る
。
民
間
の
虚

妄
の
作
だ
が
、
戯
文
の
最
初
の
作
品
で
あ

る
。『

王
魁
負
桂
英
』
は
、
王
魁
、
名
は
俊

民
、
状
元(

科
挙
の
首
席
合
格
者)

に
な
っ
た

(

実
在
の)

人
物
だ
が
、
こ
れ
も
民
間
の
虚
妄

の
作
で
あ
る
。

(

明)

徐
渭
『
南
詞
叙
録
』
宋
元
旧
篇



莆仙戯「王魁与桂英」

王
魁
負
桂
英(

王
魁
、
桂
英
を
裏
切
る)

〔
解
説
〕

南
戯
『
王
魁
負
桂
英
』
の
素
材
と
な
っ

た
話
は
、
南
宋
の
張
邦
基
が
先
秦
か
ら
宋

代
ま
で
の
女
性
の
逸
事
三
十
二
篇
を
集
め

た
『
侍
児
小
名
録
拾
遺
』
に
「
桂
英
」
の

名
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(元)陶宗儀纂『説郛』巻第七十七



王
魁
負
桂
英(

王
魁
、
桂
英
を
裏
切
る)

王
魁
は
、
莱
州
北
市
の
廓
町
で
（
妓
女

の
桂
英
と
）
出
会
っ
た
。
王
魁
は
当
時
、

科
挙
の
試
験
に
失
敗
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

桂
英
か
ら
「
あ
な
た
は
受
験
勉
強
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
。
暮
ら
し
に
必
要
な
も
の

は
私
が
用
意
し
ま
す
か
ら
」
と
励
ま
さ
れ

た
王
魁
は
、
毎
晩
彼
女
の
も
と
に
通
い
続

け
た
。(

宋)

張
邦
基
『
侍
児
小
名
録
拾
遺
』
所
引
『
摭
遺
』

莆仙戯「王魁与桂英」



王
魁
負
桂
英(

王
魁
、
桂
英
を
裏
切
る)

翌
年
、
再
び
科
挙
の
詔
が
あ
り
、
桂
英

は
王
魁
の
た
め
に
旅
の
支
度
を
し
た
。
出

発
の
時
、
二
人
は
州
の
北
に
あ
る
海
神
廟

へ
行
き
、
こ
う
誓
い
を
立
て
た
。

「
私
と
桂
英
は
決
し
て
互
い
を
裏
切
る
よ

う
な
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
も
し
こ
の

世
で
相
手
を
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
神
よ
、
天
罰
を
与
え
た
ま
え
」
と
。

(

宋)

張
邦
基
『
侍
児
小
名
録
拾
遺
』
所
引
『
摭
遺
』

莆仙戯「王魁与桂英」



孔
乙
己
鏡
心
（
程
十
発
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
七
）
一
九
五
六
年
画
）

王
魁
負
桂
英(

王
魁
、
桂
英
を
裏
切
る)

と
こ
ろ
が
、
科
挙
に
首
席
で
合
格
し
た

王
魁
は
、
父
親
が
取
り
決
め
た
崔
氏
と
結

婚
し
て
し
ま
う
。

王
魁
が
徐
州
僉
判
の
役
職
を
与
え
ら
れ

る
と
、
何
も
知
ら
ぬ
桂
英
は
「
徐
州
は
こ

こ
か
ら
遠
く
な
い
。
き
っ
と
迎
え
の
人
を

よ
こ
し
て
く
れ
る
は
ず
」
と
、
使
い
の
者

に
手
紙
を
届
け
さ
せ
た
。
し
か
し
役
所
で

裁
判
を
行
っ
て
い
た
王
魁
は
、
怒
っ
て
手

紙
を
受
け
取
ろ
う
と
さ
え
し
な
か
っ
た
。

(

宋)

張
邦
基
『
侍
児
小
名
録
拾
遺
』
所
引
『
摭
遺
』

莆仙戯「王魁与桂英」



王
魁
負
桂
英(

王
魁
、
桂
英
を
裏
切
る)

桂
英
は
「
ま
さ
か
王
魁
さ
ん
が
こ
ん
な

に
薄
情
な
人
と
は
。
死
ん
で
復
讐
し
て
や

る
」
と
、
刀
で
首
を
斬
っ
て
死
ん
だ
。

(

宋)

張
邦
基
『
侍
児
小
名
録
拾
遺
』
所
引
『
摭
遺
』

莆仙戯「王魁与桂英」



王
魁
負
桂
英(

王
魁
、
桂
英
を
裏
切
る)

王
魁
が
南
都
の
試
院
に
い
る
と
、
誰
か

が
蝋
燭
の
明
か
り
の
下
か
ら
出
て
き
た
。

桂
英
で
あ
る
。

王
魁
が
「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
た
ず
ね
る
と
、
桂
英
は
「
あ
な
た
が
薄

情
に
も
誓
い
を
破
っ
た
お
蔭
で
、
私
は
こ

ん
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

い
っ
た
。

(

宋)

張
邦
基
『
侍
児
小
名
録
拾
遺
』
所
引
『
摭
遺
』

莆仙戯「王魁与桂英」



王
魁
負
桂
英(

王
魁
、
桂
英
を
裏
切
る)

王
魁
は
「
私
が
悪
か
っ
た
。
あ
な
た
の

た
め
に
寺
に
寄
進
を
し
、
経
を
あ
げ
、
紙

銭
を
焼
き
ま
す
。
だ
か
ら
許
し
て
く
だ
さ

い
」
と
許
し
を
乞
う
た
。

し
か
し
、
桂
英
は
「
私
が
欲
し
い
の
は

あ
な
た
の
命
だ
け
。
ほ
か
の
こ
と
は
ど
う

で
も
い
い
」
と
い
い
、
王
魁
は
つ
い
に
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

(

宋)

張
邦
基
『
侍
児
小
名
録
拾
遺
』
所
引
『
摭
遺
』

莆仙戯「王魁与桂英」



資料映像：越劇「情探」(紹興小百花越劇団)



現
代
の
負
心
文
学

〔
解
説
〕

学
歴
偏
重
の
伝
統
を
持
つ
中
国
社
会
で

は
、
い
ま
も
学
歴
に
よ
る
社
会
格
差
や

「
負
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
学
作
品
が

作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
二
〇
〇
七
年
に
放
映
さ
れ

た
ド
ラ
マ
「
愛
是
一
顆
幸
福
的
子
弾
」
が

あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
富
や
地
位
よ
り
も

人
間
ら
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
若
者
た
ち

の
新
た
な
価
値
観
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。



資料映像：中国ドラマ「愛是一顆幸福的子弾」



現
代
の
負
心
文
学

あ
る
町
に
八
人
の
若
い
男
女
が
暮
ら
し

て
い
た
。
そ
の
一
人
、
江
林
は
早
く
に
両

親
を
失
い
、
社
会
の
最
下
層
で
一
人
寂
し

く
暮
ら
し
て
い
た
。
彼
の
夢
は
、
帰
宅
し

た
と
き
「
お
か
え
り
」
と
温
か
く
迎
え
て

く
れ
る
家
族
を
持
つ
こ
と
。

そ
ん
な
彼
に
ひ
た
む
き
な
愛
情
を
捧
げ

る
衛
鉄
民
。
彼
女
の
夢
は
、
江
林
の
夢
を

か
な
え
て
あ
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。

中
国
ド
ラ
マ
「
愛
是
一
顆
幸
福
的
子
弾
」



資料映像：中国ドラマ「愛是一顆幸福的子弾」



現
代
の
負
心
文
学

と
こ
ろ
が
江
林
は
あ
る
日
、
一
人
の
高

級
幹
部
の
娘
と
出
会
う
。

「
運
命
を
変
え
た
い
の
な
ら
、
私
が
助
け

て
あ
げ
る
わ
」

高
級
幹
部
の
娘
と
い
う
後
ろ
盾
を
得
た

江
林
は
、
上
層
社
会
に
這
い
上
が
る
た
め
、

大
学
受
験
に
向
け
て
猛
勉
強
を
始
め
る
。

中
国
ド
ラ
マ
「
愛
是
一
顆
幸
福
的
子
弾
」



現
代
の
負
心
文
学

衛
鉄
民
は
江
林
の
突
然
の
変
化
に
不
安

を
抱
き
な
が
ら
も
、
彼
が
大
学
に
合
格
で

き
る
よ
う
に
と
、
毎
日
彼
の
家
に
通
い
、

そ
の
暮
ら
し
を
支
え
る
。

中
国
ド
ラ
マ
「
愛
是
一
顆
幸
福
的
子
弾
」



資料映像：中国ドラマ「愛是一顆幸福的子弾」



現
代
の
負
心
文
学

し
か
し
大
学
に
合
格
し
た
江
林
は
、
突

然
衛
鉄
民
に
別
れ
を
告
げ
、
高
級
幹
部
の

娘
の
も
と
へ
去
っ
て
い
く
。

中
国
ド
ラ
マ
「
愛
是
一
顆
幸
福
的
子
弾
」





現
代
の
負
心
文
学

大
学
卒
業
後
、
故
郷
の
銀
行
で
要
職
を

得
た
江
林
は
、
衛
鉄
民
と
偶
然
再
会
す
る
。

江
林
が
去
っ
た
後
、
彼
の
親
友
と
結
婚

し
た
彼
女
は
、
や
が
て
そ
の
夫
に
も
裏
切

ら
れ
、
失
意
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
。

中
国
ド
ラ
マ
「
愛
是
一
顆
幸
福
的
子
弾

」



現
代
の
負
心
文
学

二
人
の
男
性
に
裏
切
ら
れ
、
心
に
深
い

傷
を
負
っ
た
衛
鉄
民
。

江
林
は
彼
女
が
か
つ
て
捧
げ
て
く
れ
た

ひ
た
む
き
な
愛
情
を
思
い
出
し
、
本
当
に

大
切
な
も
の
は
何
か
に
気
づ
く
。
そ
し
て

す
べ
て
を
捨
て
て
や
り
直
し
た
い
と
、
彼

女
に
許
し
を
求
め
る
。

中
国
ド
ラ
マ
「
愛
是
一
顆
幸
福
的
子
弾
」





ま
と
め

唐
宋
変
革
期
を
経
て
、
中
国
社
会
は
貴

族
の
時
代
か
ら
庶
民
の
時
代
へ
と
姿
を
変

え
て
い
く
。

科
挙
は
、
身
分
や
家
柄
に
関
係
な
く
、

誰
も
が
官
吏
と
な
っ
て
政
治
に
参
画
し
、

富
と
栄
誉
を
得
る
機
会
を
保
障
し
た
。
そ

の
結
果
、
社
会
階
層
の
流
動
性
が
高
ま
り
、

教
育
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

一
方
で
、
不
毛
な
丸
暗
記
と
男
性
だ
け

に
受
験
資
格
を
与
え
た
科
挙
は
、
や
が
て

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
問
題
を
テ
ー
マ
と
す

る
文
学
を
誕
生
さ
せ
た
。

宋
代
、
中
国
に
本
格
的
な
演
劇
が
誕
生

す
る
と
、
科
挙
で
立
身
出
世
を
遂
げ
た
男

性
が
、
そ
れ
ま
で
自
分
を
支
え
て
く
れ
た

妻
や
恋
人
を
裏
切
る
と
い
う
「
負
心
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
続
々
と
登
場
し
た
。


